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１１  組組織織のの概概要要  

（１）市の概要 

 藤枝市は、静岡県の中央、静岡市の西約２０㎞に  

位置する市です。北部は明石山系の南端に接し、南

部には肥沃な志太平野が広がり市街地が形成されて

います。 
平成２１年１月１日に共に東海道の宿場町として

発展してきた岡部町と合併し、現在は市の面積

194.03ｋ㎡、人口 145,005 人（平成 22 年 3 月 31 日現在）となっております。 
 「元気なまち藤枝」づくりを基本理念に市政運営に取組む本市は、平成２１

年１２月に“もったいない”都市宣言をし、市民・事業者・行政が一体となり

「環境行動都市」を目指した取り組みを推進しています。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）市の地勢   

 地形は南北に長く、北部の明石山系から連なる山間地、中部の丘陵地、南部

に広がる平坦地からなる本市の総面積は 194.03ｋ㎡です。そのうち、農用地面

積は約１７％、森林面積は約４８％を占めています。 

 北部の森林、市街地周辺の丘陵地、南部の水田や瀬戸川、朝比奈川をはじめ

とする河川など、豊かな自然環境に恵まれています。 

 

（３）気象 

 本市の平成１８年度～２１年度の平均気温は１７．６℃、年間平均降水量は

２，１７５mm となっていますが、近年は１回あたりの降水量が増えているのが

特徴です。また、気候は比較的温暖ですが、夏季には真夏日が続くなど地球温

暖化の影響が考えられます。 
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（４）自治体名および代表者名              

  藤枝市 

  代表者  藤枝市長    北村
きたむら

 正平
しょうへい

 
  副代表者 藤枝市副市長  桜井

さくらい

 幹夫
み き お

 
 
（５）所在地 

  静岡県藤枝市岡出山 1 丁目 11－1（藤枝市役所本庁舎） 
  静岡県藤枝市岡部町岡部６－１（藤枝市役所岡部支所） 
 
（６）環境管理責任者 

    藤枝市環境水道部長 青島
あおしま

 一
かず

隆
たか

 
 
（７）担当課  

  藤枝市環境水道部生活環境課環境政策係 
  電話 ０５４－６４３－３１１１（内線４１３）  

FAX ０４５－６４３－３２８０ 
  Email kankyo@city.fujieda.shizuoka.jp 
 
（８）事業活動の内容 

  藤枝市役所における行政事務 
 
（９）事業の規模（平成２１年４月１日現在） 

  ①藤枝市役所本庁舎 
職員数（特別職、職員、臨時職員） ５３３名 

   委託業者（電気技師、電話交換手、駐車場、守衛、清掃）９名 
   延べ床面積 ９，７５８．７８㎡ 
 
 ②藤枝市役所岡部支所 
職員数   １６名 

  延べ床面積 ２，９９７．９４㎡  
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２２  実実施施体体制制      

  

組織【対象部署・・・本庁舎及び岡部支所】      

 

市長（代表者）  
                   ↑↓ 

副市長（副代表者）  
↑↓ 

環境水道部長（環境管理責任者）  
↑↓ 

各部部長 
総務部、行財政改革担当理事、企画財政部、市民文化部、健康福祉部、産業振興部、 
都市建設部、環境水道部、岡部支所、独立機関（議会事務局、出納室、監査委員事務局） 

↑↓ 

エコアクション２１プロジェクトチーム 
総務部、企画財政部、市民文化部、健康福祉部、産業振興部、都市建設部、環境水道部、

岡部支所、独立機関 代表の課長職 各１名（内部環境監査委員） 

↑↓ 

各 課 長  
↑↓              

各課 エコアクション 21 推進員  
↑↓ 

各 課 職 員  
 

総

務

課

行

政

経

営

課

人

事

課

秘

書

広

報

課

防

災

課

契

約

検

査

課

管

財

課

企

画

政

策

課

財

政

課

課

税

課

納

税

課

情

報

政

策

課

市

民

協

働

課

市

民

課

男
女
共
同
参
画
課

文

化

課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

社

会

福

祉

課

児

童

課

介
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福

祉

課

国

保

年

金

課

商

業
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課

企
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推
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課
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緑
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課

建

設

管

理

課

道

路

課

河

川

課

都

市

計

画

課

建

築

住

宅

課

生

活

環

境

課

新
清
掃
工
場
対
策
室

地
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振

興

課

市

民

窓
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課

出
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室

教

育

総

務

課
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教

育

課
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事
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局

農

業

委
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会
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事
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環境推進会議 

事務局 
（生活環境課）
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３３  藤藤枝枝市市のの環環境境ににおおけけるる現現況況とと課課題題  

（１）ごみ収集処理 

 本市では、昭和６０年度から天ぷら廃油、平成２年度から紙類、平成１５年

度から木くず･剪定枝の分別を開始するなど増え続けるごみに対する減量化、資

源化に努めてきました。さらに平成１７年度より容器包装プラスチック類の分

別回収を実施により、前年比約１０％の燃やすごみの減量となりました。 

                    平成２１年度実績では、市民一人

あたりの一日のごみ排出量は県下の

市で３番目に低い値となっておりま

す。   

                    今後、更なる資源循環型社会の実

現のため、市民・事業者・行政が一

丸となって３Ｒの推進によるごみを

出さない環境づくりが課題となって

きます。 

 

 

 

（２）地球温暖化対策 

 本市における平成１９年度の温室効果ガス排出量は、二酸化炭素に換算して

約１０４万トンであり、前年度対比７．６％の増加となりました。また、市民

一人あたりの年間排出量は７．６トンで国や静岡県の平均値よりも下回ってい ます。 

 排出割合を部門別にみると、産業部門が５８．６％と最も多く、次に家庭部

門で１８．４％となっています。     

 今後、再生可能エネルギー機器･ 

設備の普及促進、省エネルギー 

機器･設備の導入促進など公共交 

通機関の充実などの直接的な削減 

対策とあわせ、家庭や地域等にお 

ける認識を一層高めライフスタイ 

ルやビジネススタイルの転換を促 

すことが課題となってきます。 
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     《《藤枝市内における温室効果ガス排出量の推移》》 

        (単位：千ｔ－ＣＯ２） 

     年度  

部門 
１９９０年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度

２００７年度増加率 

１９９０年度比 前年度比

産業 483.6 513.4 534.4 587.3 121.4% 109.9%

運輸 132.7 151.6 149 149 112.3% 100.0%

民生･家庭 118.8 176.9 172.7 184.6 155.4% 106.9%

民生･業務 43.6 66.8 67.6 75.3 172.7% 111.4%

廃棄物処理 11 8.6 7 5.7 51.8% 81.4%

計 789.7 917.3 930.7 1001.9 126.9% 107.7%

 

（３）自然環境の保全 

 本市の約４８％を占める森林面積は９，２５７ha で、そのうち人工林面積は

５，８１７ha となっていいます。 

間伐を推進すべき人工林面積は２，５２０ha を占め、これら森林の保育･間伐

等を適切に実施していくことが重要ですが、後継者不足により適切な維持管理

が行き届かず森林の持つ災害防止機能や水源かん養機能、生きものの生息環境      

などが失われてしまう可能性があるため、これらの対応が課題となっています。 

              一方、近年ではＮＰＯなど市民団体による森林 

整備の取り組みなど、多様な主体による森林保全 

の動きも見られます。 

              将来にわたり健康で豊かな森林づくりを継続し 

て行っていくために、森林整備の担い手や財源の 

確保、森林資源の利活用など多くの課題を抱えて 

いることから、市民･団体･企業などとの協働が重 

要となっています。 

              また、水環境をみると、平成２１年に市内３２ 

ヶ所で実施した水生生物調査では、各河川の水質 

状況は概ね前回調査時（平成１８年）と同様であ 

り、特に瀬戸川、朝比奈川の上流部は｢きれいな水｣ 

の判定が多い結果となりました。 

汚濁負荷量については、全体的にわずかながらも前回より減少しています。

特に事業系の負荷量は大きく減少しており、排水処理施設を低環境負荷型に変

えるなど、事業所における環境への取組が伺えます。 

 

 

 《ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる若竹整備備》 
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（４）環境教育の充実  

恵まれた豊かな自然と良質な生活環境 

を維持・向上し将来の世代へ引き継ぐ為、 

一人ひとりが環境について自覚し、正し 

い知識をもって理解を深める必要があり 

ます。 

 そのため、子供から高齢者までを対象 

とした各公民館における様々な環境教育 

講座の開催や、アースキッズ事業、子供 

達の自主的な環境活動の実施を促す「こ 

どもエコクラブ」事業などに取り組んで 

います。 

より一層の環境保全意識の向上を図るため、“もったいない”の精神のもと、

環境保全に取り組む上で中心となる人材の育成、家庭や学校、地域などにおけ

る環境教育や環境学習の推進、環境に関する情報の収集や提供などの充実が課

題となっています。 

 

４４  環環境境へへのの取取りり組組みみ状状況況  

 本市では、「環境基本法」により策定された「藤枝市環境基本計画」の重点取

り組み項目の 1つである「市役所での率先行動」を推進するため、「地球温暖化

対策の推進に関する法律」により、平成 13 年 12 月に「藤枝市地球温暖化防止

計画（第 1期）」を、平成１７年度には「藤枝市役所地球温暖化防止実行計画（第

2期）」を策定し、環境負荷の軽減を図っております。 

 平成 20 年 12 月には、市民・事業者･行政が一体となって、環境と共生し循環

を基調とする「持続可能な発展」を目指し市民総ぐるみで取組むため、“もったい

ない”都市宣言をしました。 

なお、エコアクション２１につきましては、平成 20 年 3 月に取得し前述の計

画と共に環境負荷の軽減を図っております。 

また、藤枝商工会議所と連携し「自治体イニシャティブプログラム」により

事業所の認証・取得を推進しており、平成２１年度末で、３７事業所が認証を

取得しております。 
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環境基本法・藤枝市環境基本条例 

↓ 

藤枝市環境基本計画 

↓ 

藤枝市役所地球温暖化防止実行計画（第 2 期） エコアクション 21  

 

藤枝市環境基本計画の期間 

 計画期間は、平成12年度から平成22年度とし各取り組みについて目標達成を目指しています。 

施策の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期的目標 人と自然との共生を実現するまちづくりの推進 

施策の方向性 

・森林空間の保全、親しみある森林空間の創造 

・親水性の向上（重点取り組み項目） 

・生態系の保全 

長期的目標 快適な生活環境の保全・創造 

施策の方向性 

・交通騒音・振動、大気汚染の緩和（渋滞の緩和） 

・緑化、美化、アメニティの向上  

・歴史・文化的空間の保全 

基本理念 環境共生型コミュニティの構築 

  人と自然が共生する、快適な生活空間の保全・創造と次世代への継承 

基本理念 循環型コミュニティの構築 

  自然の有する浄化機能を超える環境への負荷を抑制し、資源の循環利用に 

 努める地域社会の構築 

目指す環境像 

空気（さわやかな風がそよぐまち）、水（生きもの豊かな、澄んだ水が循環するまち）、 

土（人と自然を育む、実り豊かな大地を守るまち）、緑（うるおいとやすらぎのある「緑園」を

守り育てるまち）、街（歴史や文化と調和し、資源の循環利用を進めるまち）、人（一人ひとりが

進んで地域の環境保全に取り組むまち） 
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長期的目標 市民、事業者、行政、それぞれの環境への負荷の低減

施策の方向性 

・河川の汚濁負荷量の削減（重点取り組み項目） 

・地球環境問題対策の推進（重点取り組み項目） 

・公害防止・対策の推進 

・市役所での率先行動の推進（重点取り組み項目） 

施策の方向性 

・廃棄物の発生抑制・削減・ﾘｻｲｸﾙの推進（重点取り組み項目）

・水循環の確保 

基本理念 環境配慮型コミュニティの構築 

  自然環境の仕組みを学び、理解することによって、自然に愛着を持ち、各々が環境

に配慮した活動を自主的に進める地域社会の構築 

施策の方向性 

・環境教育の充実（重点取り組み項目） 

・環境保全団体の自発的活動の促進 

長期的目標 環境教育の充実と、市民・事業者・行政の参加による 

 自主的・自発的取り組みの推進 

長期的目標 ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟの構築 

長期的目標 循環型コミュニティの実現

施策の方向性 

・市民・事業者・行政の役割と連携 

・環境情報の質・量の充実 
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重点取り組み項目 

１ 河川の汚濁負荷量の削減 

 

２ 親水性の向上 

３ 産業廃棄物の発生抑制･削減･ﾘｻｲｸﾙの推進 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

合併浄化槽設置に対す

る補助 

浄化槽設置補助金 

(単独槽からの切り替え

及び新設) 

生活環境課 

 

479 基 

 

343 基 

生活排水による

公共用水域への

汚濁物質の負荷

は、16,833g/日

軽減された。 

公共下水道事業の推進 

公共下水道の面整備 

水洗便所回収資金の斡

旋及び利子補給 

下水道課 

面整備：4.4ha

普及率：39.1%

利用率： 

９０．６％

 

面整備:8.3ha 

普及率：38.9％ 

利用率：92.6％ 

計画的に公共下

水道の普及が進

んでいる。 

汚濁負荷量の低

減にもつながる。 

水質関連苦情 

水質関連苦情処理 

（水質調査、不法投棄の

回収等） 

生活環境課 即時対応 17 件実施 
随時受付け、苦

情が改善された 

浄化対策の促進 
事業所排水の水質調査

の実施 
生活環境課 １回／年 38 件 

現地調査により

適正指導を実施

した 

河川水質の監視・結果公

表 

①河川の水質調査の実

施及び監視 

②水生生物による水質

調査の実施 

生活環境課 

①1回／月 

 

②11 月実施

①水質調査は毎

月実施（11 河川

16 箇所） 

②水生生物調査

を実施 

①毎月の調査に

より、関係者に

適切な指導が実

施できた 

➁前回と概ね結

果は一緒であっ

たが、事業系の

改善を確認した 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

市民による河川美化・清

掃活動に対する支援 

①河川愛護団体への支

援（補助金） 

②河川統一美化運動 

河川課 
①90 団体 

②200 名 

①９０団体 

②１９０人 

環境保全に貢献

する団体が増え

た。 

川を軸としたまちづく

り支援 

薮田川におけるｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛ

ｺ保護池周辺の環境維持

修繕 

河川課 環境の維持
保護池にポンプ

等設置 

希少危惧種の保

全に努めた 

蓮華寺池における水質

改善、清掃、ごみ減量な

どの取り組み 

まち美化里親制度によ

る公園内美化活動の推

進 

花と緑の課 

市民協働課 

蓮華寺池の

環境保全 

里親団体（５団

体）による活動 

昨年度より１団

体増え、保全活

動に従事できた 

 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

 

容器包装の分別収集、リ

サイクルの推進 

 

 

 

①容器包装プラスチッ

クの回収 

②ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの回収 

 

 

 

生活環境課 

 

 

①週１回の

回収 

②月 1 回の

定期回収 

 

8 公民館、生涯

学習センター、

文化センターで

計画通り実施 

・生ごみ等処理

ﾘｻｲｸﾙ率は前年

より下がった。

今後も分別の徹

底に努める。 
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４ 地球温暖化防止対策の推進 

  
５ 環境教育の充実 

 

生ごみ処理機購入費補

助及び生ごみ堆肥の活

用 

 

 

生ごみ等処理用購入費

補助金（１８５基） 

 

 

 

生活環境課 

 

生ごみ処理

機導入を促

進 185 基 

 

用具 121 基補助 

・生ごみ堆肥化

モデル地区を設

置し、実施 

家庭系可燃ごみ

の排出量は前年

よ り 減 っ て お

り、一因となっ

た。 

民間団体への取組支援 中古衣料の回収 市民協働課 2 回／年 年 2回実施した 
廃棄物の削減に

つなげた。 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

省エネルギー意識の普

及啓発 

ライトダウンキャンペ 

ーンの実施 
生活環境課 

ライトダウ

ンキャンペ

ーンの実施

4/22（アースデー） 

6/20、7/7 
（七夕ライトダ

ウン）実施した 

市内公共施設で

実施。CO2 の削減

に努めた 

公共施設からの温室効

果ガスの排出量の把握

と削減に向けた取り組

みの推進 

・藤枝市役所地球温暖化

防止実行計画（第2期）

に基づく取組の促進 

・温室効果ガス排出量の

把握 

生活環境課 

市事務事業

からの排出

H11 年度比 

△6％ 

公共施設 

 13,106.6ｔ 

対 11 年度比 

 △６．４％ 

エコアクション

及び温暖化防止

計画に基づく率

先行動を積極的

に取組めた。 

〃 

公共施設における太陽

光・太陽熱等未利用ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ導入の検討 

企画政策課

管財課 

生活環境課 

本庁舎への

設置の検討

H22 年度に設置

を決定 

国庫補助金一部

を受けて設置 

公共交通機関の利用促

進 

自主運行バス利用促進

のための広報掲載によ

る PR 

都市計画課 
利用促進を

図る 

市内 8 路線を運

行。利用者数は

増加した。 

利用者数は増加

したが、路線に

より偏りがある

為一層のＰＲに

努めたい 

緑化推進事業 

①生垣設置助成補助 

 

②誕生、結婚記念樹の配

布 

花と緑の課 

①生垣助成

（44 件） 

②記念樹の

配 布 （ 480

件） 

① 40 件 

② 185 件 

緑化推進のため

積極的に実施で

きた 

〃 

ｴｺｱｸｼｮﾝ 21自治体ｲﾆｼｬﾃｨ

ﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（藤枝商工会

議所との共催） 

生活環境課 10 事業所 

年 6 回のイニシ

ャティブ実施（6

事業所の参加） 

目標を下回った

がｲﾆｼｬﾃｨﾌﾞ参加

事業者が認証を

取得するまで継

続 的 に 支 援 す

る。 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

 

公民館等における環境

講座 

 

環境関係の各種講座を

開催 

生活環境課 

各公民館 

１５講座 

参加者 

３００名 

２０講座 

計２９３名 

多くの講座が開

催できたが、地

域に偏りがある

ため今後解消する 

小学４年生コンクール

事業 

各種環境に関するｺﾝｸｰﾙ

（ｺﾞﾐ 0 運動、ﾘｻｲｸﾙ運動

ﾎﾟｽﾀｰｺﾝｸｰﾙ小 4 対象） 

生活環境課 
２００点の

応募 
応募作品 182 点 

目標に達しなか

ったが、応募作

品が昨年度を上回った 

体験型の環境教育の実

施 

 

アース･キッズ推進事業

（小学５年生による２

週間の環境取組） 

 

生活環境課 

 

 

小学校 1校

 

中央小学校 5 年

生（82 人）が参

加 

取り組みによっ

て環境に関する

意識が高まった。 
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６ 市役所での率先行動の推進 

 

７ その他環境負荷の削減に関する事業 
 

 

 

体験学習 

 

 

「水上の里ビオ田んぼ」

体験学習の活用支援 

（田植え、稲刈り、餅つ

き） 

 

 

 

生活環境課 

 

 

 

継続支援 

参加者 

 １５０名

 

6 月（田植え） 

10 月（稲刈り） 

１月（餅つき） 

計１８０名 

 

参加者は目標に

達 し な か っ た

が、環境への意

識 啓 発 が で き

た。 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

公用車代替燃料の推進 
ゴミ収集車に食用油燃

料 
生活環境課 １台に使用 2,370ℓ使用 経過観察中 

ｴｺｵﾌｨｽの推進 

藤枝市役所地球温暖化

防止実行計画に沿った

取り組み 

生活環境課 

（管財課） 

H22 までに

H11 比‐6％

 

 

廃 棄 物 は

H12 比とす

る。 

 

ＣＯ２：+12.4% 

廃棄物（総量） 

   ：+10.9% 

ＣＯ２に関して

は、合併で行政

区域の拡大、職

員増により増加

した。 

廃棄物に関して

は、可燃ごみ・

新聞紙は減った

がそれ以外が増

えた為、全体を

押し上げる結果

となってしまった。

市役所の事務事業から

排出される温室効果ガ

スの把握と削減 

市役所における省エネ

ルギーの推進 

市役所の活動で生じる

廃棄物の削減 

ノーカーデーの推進 

①毎月第３金曜日にノ

ーカーデーを実施 

②チャレンジエコ通勤

生活環境課 

ノーカーデ

ーの完全実

施 

①平均実施率

50％ 

②平均 33.6kg/

人 削減 

実施率の向上が

課題 

グリーン購入の推進 
グリーン購入に関する

情報提供及び推進 
全課 

ｸﾞﾘｰﾝ商品の

購入 
概ね実施 

今後調達率の算

定を明確にする

職員の啓発 
まちをきれいにする活

動 
人事課 

毎月１回 

年 12 回実施

毎月第 3水曜日

に実施 

周辺の美化が保

たれている 

環境配慮型機械の推進 
排出ｶﾞｽ対策型、低騒音

型建設機械の使用 
建築住宅課 

担当監督員

によるﾁｪｯｸ

により完全

実施 

全ての工事で実

施 
苦情の削減 

事業名 実施内容 担当課 H21 目標 実績 評価 

ばい煙発生施設等の指

導、監視 

（ばい煙発生施設、一般

粉じん特定施設、ﾀﾞｲｵｷｼ

ﾝ対策特別措置法に伴う

特定施設）届出 

生活環境課 

随時対応し

ばい煙等に

よる苦情を

削減 

各施設の届出を

随時受付 

 

届出を随時受付

け、監視指導を

徹底できた 

大気関連苦情 
大気関連苦情処理 

（野焼き等） 
生活環境課 前年度比減 ４２件 

野焼きの苦情増

の為対応が必要 

騒音特定施設の指導、監

視 
特定施設届出 生活環境課 

随時対応に

よる苦情減
随時受付 

指導監視が徹底

できた 

騒音関連苦情 
騒音関連苦情処理 

（解体、建設等） 
生活環境課 前年度比減 13 件 

苦情増の為対応

が必要 

交通騒音測定 
国一、藤枝バイパス交通

騒音測定 
生活環境課 

現状把握よ

る苦情低減
11 月に実施 

現状把握の為の

情報収集ができ

た 
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 これまでの生活は、大量生産、大量消費、大量廃棄を繰り返す豊かな生活により発

展を遂げてきましたが、近年地球温暖化に伴う気候変動など、地球環境問題がひとつ

の大きな社会問題となり、身近な生活環境の課題として最近では廃棄物削減の動きが

藤枝市はもちろん、全国的にも進められています。 

 「もったいない」は、限られた資源を無駄にせず、効率的に活用する「ものを大切に

する」気持ちを大切にするという考え方で、古くから日本人が行ってきた環境を大事に

する行動の一つです。 

これらの流れを受け継ぎ、次の世代へも良い環境を伝えていくために、二酸化炭素

など温室効果ガスの削減や自然環境の保護など、「もったいない運動」として平成１８

年度から取り組んできました。 

資源循環型社会の形成や地球温暖化防止への更なる取り組みを行うため、平成 21

年１２月“もったいない”都市宣言を行い、藤枝市もったいない運動推進委員会が推進

主体となり、市民参加のもと実際に行動できる運動として取り組んでいくものです。 

 

●平成 21 年度主な活動実績 

《もったいない運動推進集会》 

 

                         

振動特定施設の指導、監

視 
特定施設届出 生活環境課 

随時対応に

よる苦情減
随時受付 

指導監視が徹底

できた 

振動関連苦情 
振動関連苦情処理 

（解体、建設等） 
生活環境課 前年度比減 0件 

苦情を無にする

ことができた 

悪臭特定施設の指導、監

視 
特定施設届出 生活環境課 

随時対応に

よる苦情減
随時受付 

指導監視が徹底

できた 

悪臭その他の苦情 
悪臭その他の関連苦情

処理 
生活環境課 前年度比減 12 件 

苦情増の為対応

が必要 

 平成２１年１２月２０日、市民･事業者の

参加のもと開催された「もったいない運動推

進集会」において、藤枝市は環境行動都市を

目指し“もったいない”都市宣言をしました。

 また、市内で活動する５つの市民団体が環

境への取り組みについて発表を行い、引き続

き環境活動を実施することを誓いました。 

 藤枝市もったいない運動の取組み 
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もったいない”都市宣言               宣言の解説           

 

 

                

                 

                   

 

 

 

 

 

 

 

《レジ袋無料配布中止》                         

                                       

   

 

 

  

  

５５  目目標標とと環環境境へへのの負負荷荷のの状状況況とと評評価価  

（１） 環境目標の設定 

 

 藤枝市役所では、平成 13 年度より「藤枝市役所地球温暖化防止実行計画」において数値

目標を設定し、毎年達成状況を確認する中、出先機関を含む全課において CO2 排出量の削

減に取り組んできました。 
 エコアクション２１では認証・登録前年度を基準とし、平成２１年度までに「３％削減」

することを全体目標としました。 
 今年度に対象範囲とした岡部支所については、基準年の数値がないため対象外とします。 

 ごみ減量や環境負荷軽減のために、レジ袋

の無料配布を中止する取り組みに賛同して

いただいた市内スーパーと「藤枝市における

レジ袋削減に向けた取り組みに関する協定」

を１０月に締結しました。 
 ２月から実施され、各スーパーでチラシ配

付等の周知活動を実施しました。 

 この他にも、小学校４年生

が描いた環境ポスターの入賞

作品をごみ収集車に貼付し、

市民の皆さんへの環境意識を

高揚させる啓発事業や、家庭

で簡単に取組める環境にやさ

しい３つの目標を宣言する

「“もったいない“エコファミ

リー宣言」事業をスタートさ

せ、もったいない運動を積極

的に展開しています。 



                     
藤枝市エコアクション２１環境活動レポート 

 - 15 -

エコアクション２１全体目標 

 
 

エコアクション２１（市役所本庁舎及び岡部支所） 

平成 21 年度までの全体目標（市役所本庁舎） 

平成 18 年度比 

CO2 排出量を「３％」削減 

廃棄物の排出量を「３％」削減 

水の使用量を「３％」削減 

 
 
 
（２） －１ 取組結果（市役所本庁舎） 

① ＣＯ２排出量  

【目標】平成２１年度までに CO2 の排出量を平成１８年度比「３％」削減する 

※CO2 排出量（電気・ガス・公用車燃料） 

項目／年度 平成 18 年度 平成２１年度 増減率％ 

CO2 排出量（t／CO2） 576 655 +13.7
電気（kwh） 904,404 1,010,322 +11.7
ガス（㎥） 54,082 58,372 +7.9
ガソリン（ℓ） 45,069 56,797 +26.0
軽油（ℓ） 5,744 6,742 +17.4

CO2 排出量（t／CO2）／職員(人)    1.25 1.21 △3.2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【考察】 
 平成 21 年度のＣＯ２の排出量は、電気、ガス、ガ

ソリン等、全てにおいて使用量が増加した為、平成

18 年度比 13.7％の増加となった。これは、平成 21
年 1 月の合併により職員数が増加したことに伴い、

パソコン使用台数が増加したこと、空調運転時の消

費電力が上がったこと、また行政区域が拡大したこ

とにより公用車の走行距離が伸びたこと等が大きな

要因と思われる。 
 しかし、職員一人当たりの排出量を比較すると、

3.2%減少しており、エコアクションの取り組みが浸

透してきた結果と考えられる。 
今後業務の更なる効率化、職員への意識の徹底、

また省電力タイプの照明に設備を切り替えるなど

し、ＣＯ２の削減に努めていきます。 

温室効果ガス排出量

単位:ｋｇ-CO2

575,595
584,630

589,980

654,531

200,000

300,000

400,000
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Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

1,000

1,050
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1,300

ＣＯ２排出量（全体）

職員一人当たりの排出量
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藤枝市役所本庁舎年度別電気使用量

904,404 918,534

945,883

1,010,322 

840,000 
860,000 
880,000 
900,000 
920,000 
940,000 
960,000 
980,000 

1,000,000 
1,020,000 

H１８ H19 H20 H21

（単位：kwh） 

 市役所の取り組み事例 

                     
                                                                                 

 

 

 

 

             

                                                                                                     

                                                                           
給湯室 

ﾄｲﾚ 

各課照明 

ﾄｲﾚ、給湯室等に省
エネ・節水を呼びか
けるステッカーを貼
付しています。 
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【考察】電気･ガス 

平成 21 年度の電気・ガスの使用量は、それぞれ平成 18 年度比で 11.7%､7.9%増加 

となった。これは岡部町との合併により、対象職員が増えたこと、それに伴い、使用 

するパソコン台数が増加していることも要因の一つである。また、夏季･冬季に使用す 

る空調設備の使用量が共に前年比で増加していた。 

 しかしながら、職員一人当たりの使用量でみると、それぞれ 5.2%、8.4%減少するこ 

とができた。 

施設の老朽化等もあり目標を達成するには困難な状況であるが、設備の回収を検討 

すると共に、市職員の率先行動として節電やクールビズなどに今後も積極的に取組み、

節電に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

藤枝市役所本庁舎年度別ガス使用量

54,082 

60,770

53,160

58,372 

48,000 
50,000 
52,000 
54,000 
56,000 
58,000 
60,000 
62,000 

H18 H19 H20 H21

（単位：㎥） 

  

市役所の取り組み事例 

 

各フロアでは、天候や明るさに応じて電灯を間引いた点灯、業務に支障の

ない範囲で昼休みの消灯の実施、時間外には、廊下の完全消灯を実施してい

ます。 

また、課内のデッドスペースの照明は取り外すなどして、一層の節電に取り組

んでいます。 
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藤枝市役所本庁舎年度別ガソリン使用量

45,067 41,949
46,565

56,797

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H18 H19 H20 H21

（単位：ℓ）

 

【考察】ガソリン･軽油 

  ガソリン、軽油の使用量についても、それぞれ平成 18 年度比 7.9%、26.0%と増加した。 

  これは、合併により行政区域や業務内容が拡大した為、公用車の走行距離が伸びたこ

とが大きな要因である。 

  軽油に関しては、これまで県外へのマイクロバス利用が控えられていたが、平成 21 年

度は商業観光のＰＲや友好都市との交流など、県外への移動にマイクロバスが積極的に

利用されるようになったため、軽油の使用量が大幅に増加した。 

  これらにより職員一人当たりの使用量をみても 6.7%の増加となっているが、エコドラ

イブの実践や近距離での公用自転車利用等により使用量の削減に努めます。 

   

 

② 廃棄物排出量  

【目標】廃棄物の排出量を平成 18 年度比「３％」削減する 

（藤枝市役所本庁舎） 

項目／年度 平成 18 年度 平成２１年度 増減率％ 

可燃ごみ・廃プラ（㎏） 5,452 5,811 +6.6
新聞紙（㎏） 1,700 1,751 +3.0
紙類（㎏） 15,884 19,587 +23.3
資源・不燃ごみ（㎏） 1,177 1,767 +50.1

     計 24,213 28,916 +19.4

廃棄物総量（kg）／職員（人） 52.6 53.4 +1.5

 
【考察】 

  可燃ごみ･廃プラ、新聞紙についてはわずかに増加してしまった。 

  紙類に関しては、合併に係る資料の大量廃棄、外部から送付されたパンフレット類の

藤枝市役所本庁舎年度別軽油使用量

5,743
4,543 4,664

6,742

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

H18 H19 H20 H21

（単位：ℓ）

市役所本庁舎年度別ｶﾞｿﾘﾝ使用量 
市役所本庁舎年度別軽油使用量
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廃棄など単発的な要因により増加してしまった。また、資源･不燃ごみに関しては、老朽

化により使用できない備品類の廃棄があり、これもまた、単発的な理由により増加した。 

  事業内容、事務量により廃棄物の増減が左右されますが、職員一人当たりでみた排出

量も増加しているため、合併により新たにエコアクション２１に取組む職員も含め、今

一度意識の啓発により、可能な限りの削減に努めます。 

 
 
③ 水使用量  

【目標】平成 21 年度までに水の使用量を平成 18 年度比「３％」削減する 

（藤枝市役所本庁舎） 

項目／年度 平成 18 年度 平成２１年度 増減率％ 

水（㎥） 8,025 8,270 +3.1 

水（㎥）／職員(人) 17.4 15.3 △12.1 

 
【考察】 

  平成 21 年度の水使用量は、合併による職員 

数の増加により 3.1％増加し、目標を達成する 

ことはできませんでした。 

 しかし、職員一人当たりの使用量は 12.1%減 

少し、目標を達成することができました。 

職員のマイボトル持参も定着するなど意識も 

向上していることから、引き続き節水を呼びかけるなどして取組んでいきます。 

 

 市役所の取り組み事例 

 

  市の事務事業において排出された廃棄物は、庁舎と隣接している置

き場にきちんと分別され、処分されています。 
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7,728
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7,000

7,500

8,000

8,500
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（２）－２ 取組結果（岡部支所） 

 

【考察】 

  平成２１年度よりエコアクション２１の対象となったため、それ以前のデータがあり

ません。よって２１年度を基準とし、各項目の削減を目指します。 

  平成２２年度からは、これまではなかった削減目標を設けて取組んでいくため、エコ

アクション２１への意識をより高め、ＣＯ２等の削減に取り組んでいきます。 

   

（３）「ｴｺｱｸｼｮﾝ 21 職員の環境行動指針 10 箇条」と各課の取り組み目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度／項目 
ＣＯ２排出量 

（ｔ-ＣＯ２） 

廃棄物総量 

（ｋｇ） 

総排水量 

（㎥） 

平成 21 年度    ５３   ４５６．５    ４５５ 

 

エコアクション２１　職員の環境行動指針 １0 箇条　
～一人ひとりが目的意識を持ち、環境に配慮した取り組みを実施します～

1  課内・廊下・会議室等における昼休み・終業時の消灯 
　廊下・課内の照明は、昼休み・終業時には部分点灯とします。

２　パソコンの不使用時の電源オフ
　長時間の離席時や昼休み等の不使用時には、各自電源を切り、退庁時にはコンセントを抜きます。

３　マイボトル持参の推進
　「マイボトル」を持参し、水の使用量、廃棄物の削減に努めます。

４　アイドリングストップの徹底
　「エコドライブ１０のすすめ」を実践します。

５　ノーカーデーの実践
　月１回のノーカーデーを実践します。

６　私物ごみの持ち帰り
　私物ごみ、弁当の残り物は、各自責任を持って持ち帰ります。

７　必要印刷部数の確認 と コピー紙の再利用
　必要部数の確認、ミスコピーを抑制します。また、コピー用紙の裏面活用をします。

８　自動ドア・エレベーター使用抑制
　エレベーターを使用せず階段を利用します。
　ロビー出入り口の自動ドアは使用せず、手動扉を使用します。

９　環境配慮物品の購入〔グリーン購入〕の推進
　環境に配慮した物品（エコマークのついた物品）を購入します。

１０　過剰包装の抑制
　封筒使用の抑制、物品購入時の過剰包装等を断り、廃棄物を削減します。
  封筒等は再利用します。

 

 エコアクション２１を積極的に推進するため、職員が特に取組むべき具体的な項目を「エ

コアクション２１ 職員の環境行動指針 １０箇条」として挙げ、各課で取り組んでいます。

 本１０箇条については、職員間へ浸透してきましたので、今後見直しを図る中で実行して

いきます。 
 また、各課においてもの重点目標を３つ以上立て、エコアクション２１推進員が中心とな

って取り組みを実施し,概ね実行できています。 
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６６  教教育育・・訓訓練練のの実実施施  

（１）研修会の実施 

開  催  日 研修会名 対  象  者 内   容 

Ｈ２１.7.21 内部環境監査員研修会 
内部環境監査委員 

(１０名) 

内部環境監査委員の役割

について 

講師 エコアクション 21 

審査人 中神紀典 氏 

審査人 池谷伸兒 氏 

Ｈ２１.8.7 内部環境監査実施説明会 
内部環境監査委員 

      （１０名） 

内部環境監査の実施方法

について 

H21 

6.16、7.21 

9.17、11.5 

計４回 

事務局研修 市川・福地 (２名) 

エコアクション 21 の取り組み

について 

 エコアクション 21 

審査人 池谷伸兒 氏 

H22.2.26 
エコアクション２１実施体制 

説明会 

部課長・エコアップ

リーダー 

       (１５０名)

平成２２年度以降のエコアク

ション２１実施体制について 

 エコアクション 21 

審査人 中神紀典 氏 

 

 

（２）内部環境監査の実施 

 １０月５日（月）～９日（金）にかけて市役所本庁舎及び岡部支所４０課を４班体制で

内部環境監査を実施 

 内    容 

監査対象範囲 藤枝市役所本庁舎及び岡部支所 

監査対象業務 藤枝で実施している事務・事業 

監査方法 エコアクション２１内部環境監査確認項目による関係各課（室）への聞き取り 

監査日 平成 21 年 10 月 5 日～平成 21 年 10 月 9 日 

監査実施者 内部環境監査委員長ほか 9 名、4 班体制で実施 

監査結果 
改善を要する課はありませんでしたが、一部改善を要する課があったた

め、指導を実施しました。 
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（３）情報発信による啓発活動の実施 

 環境への取り組みに関する情報を「エコアップ通信」に掲載し、各部署へ啓発を行った。 

  

６月  第１号    環境月間、ノーカーデーの実施等について  

７月  第２号    ノーカーデーの結果、ごみダイエットへの取り組みについて 

８月  第３号    エコアクション２１内部監査の実施について 

１１月  第４号    レジ袋削減の取組に対する協定について 

12 月  第５号    “もったいない”都市宣言について 

２月  第６号    “もったいない”エコファミリー宣言について 

３月  第７号    エコアクション２１の更新について  

 

７７  環環境境関関連連法法規規へへのの違違反反・・訴訴訟訟等等のの有有無無  

 環境関連法規の遵守状況を確認した結果、各事業活動において法令違反や事故、異常事態の

発生は報告されておりません。 

また過去３年間にわたって違反・訴訟もありません。 

 

 苦情状況（生活環境関連） 

年度／種類 大気汚染 水質汚濁 騒 音 振 動 悪 臭 廃棄物 犬･猫 その他 合 計

Ｈ２１ ４２ １７ １３ ０ １１ ２０２ １７３ ２１ ４７９ 

Ｈ２０ ４５ １０ １５ ０ ７ ９２ １７３ ９ ３５１ 

Ｈ１９ ４４ ６ ２１ ２ ４ ９３ １３８ ２０ ３２８ 

 

 公害等に関する苦情につきましては、平成２０年度以降は合併による行政区域の拡大もあり

件数が若干増えました。毎年焼却等に伴う大気汚染の苦情が全体の半数を占めています。 

 一定規模の事業所は、設備に対する法規制が公害発生の抑制になっていますが、個人を

含むそれ以外の事業所等への啓発が今後の課題となっております。 

 また近年は、畜犬・猫の登録が年々増加の傾向にあり、それに伴い猫の鳴き声、糞尿等に

関する市民からの苦情が後を絶ちません。更には、不法投棄をはじめとする廃棄物に関する

苦情も多く寄せられるなど、市民、事業所に対して広い範囲での環境問題に係る情報提供、

意識の啓発に努めていかなければなりません。 

 今後ＨＰや広報ふじえだなど、様々なツールを利用して実施していきます。 
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８８  今今後後のの取取得得予予定定  

平成２１年１月に岡部町と合併し新生藤枝市となったため、平成２１年度は岡部支所を対象

に加え取り組みました。 

平成２２年度は病院と学校を除く（一部モデル校として実施）全ての施設を対象に拡大し、

取り組んでいきます。また、対象範囲を大幅に拡大するため、各部局長を中心に部内マネジメ

ントを実施するよう体制を整えていきます。 

学校につきましては、平成２３年度以降段階的に拡大していく予定です。 

 

 

９９  代代表表者者にによよるる全全体体評評価価  

 藤枝市では「藤枝市環境基本計画」、「地球温暖化防止実行計画(第 2 期)」に基づき、市域

における環境施策や、藤枝市の事務及び事業において環境負荷を軽減し、温室効果ガスの

排出抑制に取り組んできました。 

 これらの計画をより効果的･効率的に実行するため、平成２０年３月にエコアクション２１の認

証を取得し、事務事業及び環境施策等の進捗管理、成果の評価などを実施し、継続的改善

に努めています。 

 平成 21 年度の取り組み結果をみると、平成 21 年 1 月の旧岡部町との合併により、二酸化炭

素排出量・廃棄物排出量・水の使用料は共に基準年度より増加してしまいましたが、職員一人

当たりに換算した各項目の取り組み結果は、二酸化炭素排出量及び水の使用料について

は、それぞれ３．２％、１２．１％削減し取り組み目標を達成することができました。しかし、廃棄

物排出量については職員一人当たりに換算した場合でも１．５％増加してしまい、目標を達成

することはできませんでした。今後も、廃棄物の削減については重要な取り組みと位置づけ、

廃棄物の減量化・リサイクルの推進、また、グリーン購入を推進し環境負荷が少ない製品の使

用に努めていきたいと考えております。 

 平成２１年１２月に「“もったいない”都市宣言」をし、市民・事業者・行政が一体となり、環境と

共生し循環を基調とする「持続可能な発展」を目指し取り組んでいます。自治体イニシャティブ

プログラムを継続的に実施する中、エコアクション２１の認証取得事業者も増えつつあります。

家庭で簡単に取り組める環境に優しい取り組みを実施する「“もったいない”エコファミリー宣

言」家族も着実に増えています。 

 平成２２年度は、エコアクション２１の対象を大幅に拡大し取り組んでいく為、職員一人ひとり

が市民・事業者の手本となるよう、市域における環境負荷の低減、環境保全に努め、「環境行

動都市」の実現を目指してまいります。 
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藤枝市生活環境課 

 

〒426-8722 

静岡県藤枝市岡出山１丁目１１番１号 

電  話 ０５４－６４３－３１１１（代表） 

E-Mail kankyo@city.fujieda.shizuoka.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.city.fujieda.shizuoka.jp 

 


